
大
混
同
年
六

u-7T-
同
施
三
槽
島
健
拘
置
陽
可
内
毎
日
一
周

-aa骨
U

志It'"トニき事事
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P、罪

司fr電車世日-月二二-f-司三巴ヨ来日野自

論

鵬

鵠

軍

地
租
に
於
け
る
累
進

運
賃
責
措
力
ω
表
呪
白
川
容
積
と
重
量

卒
均
生
産
力
説
に
つ
い
て

鵠

蹴

常

川

貨
幣
慣
値
決
定
原
理
の
一
考
一
括
引

所
前
公
開
市
場
取
引
に
枕
い
て

明
治
政
府
の
貸
附
金

議

開

噛

演

固
民
的
産
業
ご
し

τの
生
糸

僻

惟

錦

略

地
方
税
不
動
産
収
得
税

制
骨
一
川
斗
市
士
族
の
械
産

統

計

恰

穂

抄

株
債
指
数
に
就
い
て

坦
宥
外
閣
鰹
清
雑
誌
主
要
論
題

附

問

錦

略

本
誌
第
二
十
九
巻
締
日
銀

法

事

博

士

制
神
削
哨
博
ト
h

文

革

博

f

t

s

t
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統

計

拾

穂

抄

(
九
)

Jlt 

膏E

天
錨
人
か
生
者
必
滅
か
、 静

u 
批

↑
、
天
証
人
生
者
必
滅
制
民
に
附
す
る
合
作
山
宮
内
所
設

治

第
一
-
十
九
番

九

，、

第
六
腕

入

二
、
生
繭
山
現
計
に
附
す
る
司
自
目
主
五
円
山
中
説
.
ィ
、

自
給
は
澗
川
師
、
拙
仁
叉
親
切
な
ら
ざ
る
と
と
、
回
、
自
執
は

制
憾
の
姥
荷
主
り
も
稲
の
辿
紬
を
盛
ん

rる
に
似
た
る
こ

と
、
三
枇
曾
の
諦
川
姐
1
考
ふ
.
へ
き
布
頁
唱
の
蝉
度
、

品
、
設
止
の
ニ
大
服
式
、
ホ
、
平
副
町
山
法
川
、
へ
可
制
拘

川
に
於
け
る
同
一
一
肱
川
臨
川
、
ト
、
不
帯
一
山
祉
制
骨
に
於
け

る
一
問
問
止
物
山
存
城
は
一
部
に
叫
ら
る
h

こ
と
.
テ

.
M
C

A
油
行
柏
、
リ
、
山
年
荊
柚
仰
に
於
吋
る
一
一
世
化
.

4

A

一、

A

川
川
正
於
け
る
札
白
桃
川
町
山
ド
h

丸
町
此
川
、
ぺ
引
九
州
内
代
配
、

ヲ
、
勝
曜
の
且
込
、

1
.

鞘
請
。

Mi"幸氏rl!Jji-台ト)~'r-ばl 山 1:'M，~.;I..J lll:況 J(新It目別'c.，部 '1 郎三脚}車問

生
々
之
剖
v
H
却
占
す
る
は
、
減
々
之
訓
ν
H
却
と
文
子
を
挽
へ
℃

も
、
油
川
す
べ
く
想
は
る
と
は
、
官
て
↑
・
文

E
市
せ
る
附

K
押

に
至
り
、

入
せ
る
文
句
な
旬
、
(
本
誌
第
十
二
番
↓
一
一
k
K
4
世
間
)
然
る
に
近
年

和
棋
の
墜
に
泊
じ
叉
高
過
の
H
N
K
一
川
み
し
、
水
戸
滞

の
由
宇
者
曾
禅
安
(
文
A
一
一
一
、
印
ち
凶
肺

-
λ
l
h
一
一
話
人
土
石
叫
に
て
政

す
)
が
、
同
様
た
る
翻
創
出
に
立
脚

L
、
人
口
増
械
の
訓
諭
に
附
し

て
立
訟
せ
る
川
‘
興
味
多
主
主
後
見
せ
る
を
以
て
、
以
下
か
か

る
川
崎
の
一
端
を
取
扱
は
ん
'
と
す
る
に
官
り
、

十
づ
そ
の
所
詑

23) 



を
紹
介
せ
ん
か
印
ん
同
氏
晩
年
の
著
書
「
閑
聖
漫
鋒
」
(
青
山

延
先
制
元
治
元
、
帥
ち
一
-
八
六
四
年
の
序
を
禍
「
)
は
、
凡
て
十
八

題
目
の
小
品
に
よ
り
、
モ
の
曲
申
殖
識
見
の
程
を
貌
は
し
む
る
中

に
、
「
…
大
谷
人
生
仔
必
滅
相
反
」
と
幽
し
て
説
け
る
一
文
あ
り
、

同
く

アマ
J

T

A

t

L

r

h

1

4

沙
セ
ヒ
フ

帥
州
は
古
よ
り
生
民
を
夫
証
人
と
郁
し
、
天
町
一
に
て
生
者
必

J
Y
 

減

t
五

L
相
反
す
の
と
』
北
個
人
地
内
白
熱
に
山
た
る
也
、
一
止
方
は

陽
鉱
山
鼓
動
す
る
が
削

f
生
紙
あ
り
、
利
婚
し
て
犯
抗
た
り
凹

b
u
除
鉱
山
雌
制
j
る
酬
な
か
ぱ
、

tu
人
以
μ
除
以
を
見
出
て
人
仙
肌

俗
市
鉱
山
尚
悼
す
る
如
〈
.
前
訟
な
{
刷
出
制

ι
し
て
院
臨
な
り
。

故
に
民
避
と
す
る
朗
も
、
来
い
心
は
一
尤
地
山
生
物
量
本
主

L
で
生
時

叫
ザ
ヤ
タ
a
F
A
Y

の
倫
瑚
を
明
に
す
、
四
方
は
寂
滅
を
主
と
し
て
再
後
山
繭
耐
を

説

t
、
束
岡
山
陰
陽
時
明
は
天
地
自
白
熱
に
し
て
氷
炭
山
相
反
す

る
が
如
し
。
天
地
の
初
に
和
決
珊
時
除
制
に
ま

L
ま
し
ア
日
々
に

m
b
A
 

千
M

叫
を
税
ん
と
あ
り
し
を
、
伊
比
詩
情
砂
防
紳
に
ま
し
愛
せ
ば
、

我
は
千
五
百
頭
配
車
す
べ
し
と
白
た
ま
へ
り
、
慣
に
か
え
の
如
〈

日
々
に
止
者
あ
リ
死
者
あ
れ
ど
も
、
立
者
は
死
者
よ
り
事
〈
、
人

民
紫
す
る
こ
と
天
地
内
地
な
れ
ば
、
生
民
を
天
証
人
主
制
せ
し

も
又
宜
な
ら
ず
申
、
死
時
止
の
静
な
れ
ば
入
、
私
禽
歌
も
止
る
も
の

は
必
死
ナ
、
草
木
も
又
佑
リ
、
肱
に
備
は
生
者
必
滅
を
詑
昔
、
列

生
柴
枯
す
る
巾
に
生
認
を
合
て
頃
刻
、
も
謀
る
事
な
き
を
知
ら
ず
、

雑

錐

統
計
拾
穂
抄

一
年
に
四
時
あ
り
て
荘
は
魚
じ
各
は
枯
る
、
各
高
き
ざ
れ
ば
春
に

淘
へ回
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
さ
れ
E
生
誌
は
首
に
弘
ず
し
て
、
容
の
法

均
L

止
は
各
州
山
中
に
錨
り
、
生
誕
ド
一
防
車
観
す
‘
ヰ
本
山
柏
町
ω
2

も
未
だ
川
相
ぎ
る
に
枕
上
に
寅
を
結
び
、
地
に
研
て
山
川
刊
日
滋
比
す
る

胸
来
は
枝
上
由
貿
な
れ
ば
、
天
地
問
に
生
以
北
揃
し
、
永
久
山
地
刷

L
て
鎚
る
ζ

と
な
し
、
是
を
止
者

ι減
と
一
耳
く
け
ん
や
、
故
に
車

人
の
誌
に
も
生
々
去
一
誌
と
£
、
仙
古
地
帯
に
凡
土
、
中
山

ι
も
克

ニ
V

7

R

h

少

L

P

b

v

a

ハ
Y

B
ヴ
E
F
J
z

，，

7

地
之
道
吋
昌
一
首
而
端
-
也
、
其
見
ν
物

不
ν
爪

削

共

止

ν物
不
ν

ハ鬼一一ヲ
Iν

加

と

で

A
t
一
斤
て
城
宮
首
位

T
.
刷
代
山
結
人
山
説
k
杓

仰
止
合
せ
た
る
が
加
し
、
執
る
に
阿
古
は
昨
日
抽
山
凶
に
し
て
除
近

な
れ
ば
、
政
械
を
正
と

L
C
生
岩
必
械
を
説
き
‘
人
位
五
だ
叫
ざ

る
前
よ
り
し
て
生
紙
乞
後
に
似
て
永
世
誕
る
こ
と
な
き
は
天
地

目
自
然
な
る
ζ

と
を
知
ら
ず
、
柑
々
と
じ
て
一
身
叫
非
識
を
思
ふ

の
切
な
る
よ
り
し
て
生
老
病
死
た
誕
伝
す

と
、
か
く
て
か
a
A

る
基
本
棚
念
L
本
づ
〈
仰
教
の
版
世
的
人
生

観

ι
っ
き
て
の
、

時
訟
を
以
て
之

E
交
付
つ
つ
、
そ
は
「
人
を

し
て
生
を
紫
ま
・
干
し
て
元
を
脈
は
し
む
、
人
的
身
に
十
一
由
業
は
あ

れ
ど
も
、
官
は
背
よ
り
柴
の
多
き
主
知
ら
」
ざ
る
も
の
止
り
と

評
論
し
、
同
時
に
叉
築
制
的
人
生
観
の
一
端

E
説
吉

「
家
人

の
中
に
は
貧
苦
親
難
は
あ
れ
ど
も
、
干
高
人
主
泊
州
制
す
れ
ば
成

寧
無
事
な
る
は
多
」
し
、
叉
「
判
官
歳
混
成

ι沈
む
は
少
し
、
憂
成

第
二
十
九
谷

fl 

七

第
六
披

~lL 



雑

統
計
拾
穂
抄

a正

あ
る
も
日
一
山
村
朝
暮
裂
成
。
み
に
も
あ
ら
守
、
」
「
一
三
百
六
十
日

E

泊
観
す
れ
ば
、
平
和
に
し
て
事
取
吉
時
刻
は
刻
苦
の
時
よ
り
多

し
」
「
小
人
は
成
々
止
し
て
常
に
延
る
故
無
事
の
附
も
裂
愁
あ

る
が
如
〈
な
れ
ど
も
、
無
事
に
し
て
生
て
世
に
在
る
は
染
み
な

り
己
主
し
、
更
に
術
基
本
似
訟
の
搬
裂
を
繰
越
し
「
寓
物
の
生

々
す
る
は
自
然
め
天
遁
司
な
れ
ば
、
天
続
A
U
生
を
↓
甘
び
死
を
訟

む
は
自
然
の
人
怖
に
し
て
、
走
即
ち
天
辿
た
り
、
然
る

ι共
身

は
生
宮
て
世
に
在
な
が
ら
世
外
白
身
に
た
り
、

眼
前
に
生
者
自

人
倫
あ
る
を
知
ら
中
し

τ、
速
く
死
後
の
快
柴
を
蹴
ム
、
自
然

至
貨
の
天
道
を
楽
て
、
意
想
の
賦
訟
に
従
ふ
は
惑
の
弘
一
き
な

り
」
占
論
じ
た
り
。
今
川
LEE-市
教
的
目
的
論
的
見
地
よ
り
許
揃

し
、
山
刊
に
そ
の
構
想
が
和
漢
材
現
思
想
史
上
白
産
物
'
と
し
て
、

如
何
な
る
地
位
を
山
む
る
か
を
検
討
す
る
が
如
吉
は
、
中
高
よ
り

本
耐
の
意
闘
す
る
併
に
あ
ち
子
、

さ
れ
ば
狭
く
之
主
人
口
論
の

見
地
よ
り
考
祭
す
る
に
、

そ
白
思
索
上
凶
年
、
疫
病
並
に
内
乱

戦
争
の
影
響
に
よ
り

人
口
増
殖
が
如
何
な
る
制
限

E
蒙
る
べ

き
か
に
つ
き
、
相
川
品
に
限
庖
せ
る
や
疑
は
し
き
も
の
あ
り
、
又

官
同
氏
一
律
の
却
訟
を
考
ふ
る
に
念
に
し
て
、
首
時
に
於
け
る
問

第
二
寸
九
を

ゴL

A 

第

5提

I!H 
o 

民
白
別
に
よ
り
、
直
別
し
て
者
ふ
る
黙
に
粗
た
り
し
の
級
あ

り
町
一
般
に
そ
の
所
設
の
幾
部
分
が
、
そ
の
世
時
の
一
粧
台
事
情

一
に
闘
す
る
税
祭
経
騒
を
土
議
と
し
て
、
立
て
ら
れ
た
る
や
鋭
な

一
童
館
は
す
ル
」
雌
も
、
生
者
必
滅
の
現
在
採
り
入
れ
て
、
そ
山
間
山

一
宗
主
組
立
て
ら
れ
し
は
確
か
に
一

4
見
た
り
。

一
吾
人
は
以
干
右
宙
開
氏
め
中
説
品
絡
を
科
て
、
告
に
一

歩
主
逃
め
ん
止
欲
す
る
者
た
る
が
、
抜
に
先
づ
仰
い
て
一
考
ナ

ベ
吉
は
、
生
々
又
は
生
者
必
滅
の
却
が
、
金
生
剣
在
地
じ
一
作

に
姐
刑
さ
る
べ
し
・
と
し
℃
も
、
そ
の
支
配
を
受
く
べ
き
形
式
及

一
般
動
組
物
と
人
止
を
区
別
し
て
、
考
ム

程
此
に
つ
曹

τは

る
の
徐
地
に
富
ま
d
y
や
止
す
べ
き
ζ

と
臼
止
な
り
。
此
賄
に
つ
き

近
日
一
識
の
徐
参
考
す
べ
き
も
の
多
吉
主
党
ゆ
る
品
、
組
育
大

皐
教
授
国
2
4
P己
同
吋
E
目
E
E
の
一
著
書
『

Z
明
。
ロ
ロ
去
ー

z
q
E
。『印
0

日
目
戸
仁
『
0

・
3
4
中
心
叙
訟
な
り
、

本
著
者
は
十

除
年
前
J

「包
o

大
勝
助
教
授
た
り
し
官
時
「
臨
川
枇
命
感
概
論
」

。己
E
O
O「
k
P
3
E
E
F
D
O
]つ閉山予同
U
p
h
E著
は
し
、
就
中
人

口
増
加
に
関
す
る
割
論
的
研
究
に
、
相
官
の
興
味
及
活
詣
主
有

す
る
と
と
を
示
せ
る
の
み
た
ら
守
、
移
民
間
川
闘
に
闘
す
る
蚊
若



を
も
公
け
に
せ
る
を
以
て
、
右
の
叙
説
に
相
官
の
敬
意
を
去
し

得
ベ
吉
を
組
ひ
、
以
下
そ
の
骨
子
を
紹
介
せ
ん
と
欲
す
。

ィ
、
自
然
は
そ
の
諸
相
中
の
一
郎
に
よ
れ
ば
、
潤
禅
、
慈
仁
、

又
親
切
な
る
は
賀
、
な
り
、

さ
れ
ど
一
一
同
生
命
の
樹
と
し
て
自
然

に
よ
り
投
け
ら
る
る
も
の
と
、
他
州
内
総
が
絶
え
中
生
み
山
ず

生
命
。
位
向
と
に
刑
し
て
は
、
布
一
一
一
者
中
山
川
れ
と
も
す
べ
き
と

と
な
し
、
高
山
又
は
草
原
の
砂
吃
を
想
仏
、
海
洋
の
洪
大
に
組

到
す
る
際
、
自
然
は
恰
も
潤
津
な
る
が
如
し
、

さ
れ
E
初
き
て

賦
者
せ
よ
、
そ
の
自
然
に
よ
り
也
ら
れ
た
る
諸
生
物
が
、
如
何

に
込
辿
英
大
の
率
に
よ
り
、
新
生
命
主
生
み
出
す
と
と
を
強
ひ

ら
る
る
か
を
、
唯
ゴ
者
ひ
の
鰻
に
よ
る
も
、

二
年
を
経
ば
金
海

水
を
己
の
議
勤
せ
る
動
物
の
一
大
群
に
化
せ
し
む
べ
〈
、
叉

脅
ひ
の
牡
酬
も
五
代
主
経
ば
、
査
地
球
心
八
倍
宮
崎
ム
ベ
吉
と

と
を
組
は
ば
、
自
然
は
親
切
及
寛
仁
と
す
べ
き
も
の
と
位
、
金

く
そ
り
誌
を
異
に
す
る
と
と
を
質
感
す
、
モ
の
食
組
主
以
て
之

ベμ
誕
憾
に
招
け
る
生
物
に
比
せ
ん
か
、
会
く
極
微
な
り
。

離

鉢

統
計
扮
秘
抄

ロ
、
生
命
の
二
大
同
的
詳
言
す
れ
ば
、
側
酬
川
の
残
存
及
却
の
辿

綿
中
、
日
然
は
後
者
を
軍
ん
や
る
と
と
、
無
量
に
大
・
な
る
に
似

た
り
、
自
然
は
何
か
の
方
便
に
よ
り
、
次
代
の
継
承
保
誼
せ
ら

る
る
白
一
事
備
は
る
限
り
、

一
代
目
者
に
如
何
に
大
な
る
苦
姉

又
は
損
失

E
及
ぼ
す
と
も
、
之
を
少
し
も
介
意
せ
ざ
る
に
似
た

り
、
か
く
て
自
然
は
主
と
し
て
殺
生
に
よ
り
そ
の
目
的
主
迷

ず
、
自
然
主
混
じ
之
が
問
時
白
腕
に
心
主
役
む
る
者
も
、
自
然

口
社
も

N
色
あ
る
諮
問
。
一
が

一
た
頃
役
場
た
る
の
一
泊
に

ト
作
す
と
の
、
絡
く
ペ
き
賞
感
を
何
時
か
は
旭
さ
ん
、

己
の
白
川
払
川

。
過
程
た
る
主
と
し
て
殺
生
の
機
践
的
乱
舞
な
り
、
と
は
何
人

に
で
も
森
山
仲
又
は
原
野
山
何
蕗
に
か
一
時
間
又
は
二
時
間
丈
け

行
立
し
、
鑑
識
服
を
以
て
自
己
の
四
周
に
起
る
事
件
を
見
張
ら

ん
と
す
る
者
の
、
白
か
ら
等
し
く
賀
践
し
得
ベ
き
川
な
る
が
如

L 。円
、
人
々
が
人
間
枇
曾
の
諸
事
件
を
論
や
る
に
首
り
、
自
然
に

師
る
べ
き
と
主
主
主
張
し
、
又
枇
曾
的
諸
方
擦
が
諸
自
然
訟
に

反
す
る
を
迎
山
と
し
て
之
を
非
難
す
る
己
と
、
頻
袋
一
な
る
の
事

宜
に
問
し
、
以
上
訟
け
る
諸
民
迎
に
重
ん
宇
べ
き
も
の
あ
る
を

第
ニ
十
九
笹

都
大
批

山

九

九



， 

雑

銑

統
計
扮
穂
抄

見
る

さ
れ
ば
自
然
の
諸
方
法
及
諸
過
程
何
た
る
か
を
、
明
か

に
諒
解
す
る
は
格
外
笠
利
益
左
り
、
か
く
て
始
め
て
吾
人
は
か

か
る
方
法
及
過
程
に
蹄
る
べ
き
や
、
将
た
然
ら
ざ
る
や
を
併
し

符
ベ
し
。

一
、
自
然
川
件
に
極
め
て
恒
同
た
り
、

又
そ
の
著
特
徴
止
す
べ
き

革UJ

，~.: 
Ij 

正
担
N
W

ご
』
〈
背
メ
主
胡
E
ツ
ヒ

<[1 

~tj 

1m 
車JJ
In 

積
極
的
、
健
般
的
に
し
て
、
迫
撃
、
攻
略
、
抑
制
、
捕
獲
を
そ

の
特
色
止
す
、

と
の
形
式
は
一
の
帥
摘
に
忍
び
寄
る
べ
き
狐
、

一
の
ヤ
ナ
ギ
バ

Z
H
Fロ
E
4
E泊
撃
す
べ
き
小
械
魚
、
叫
阜
の

種
粒

E
食
ふ
べ
き
雀
正
よ
り
例
蹴
せ
ら
る

そ
の
こ
は
川
彼

又
川
川
々
無
怠
織
的
危
る
も
、
恐
ろ
し
く
軌
跡
な

己
は
地
の
有
限
供
給
に
ト
ほ
し
執
念
深
く
敵
脱
す
る
結
県
た

的
、
受
動
的
、

h
り、担

、
モ
は
「
老
林
檎
樹

ω
叩
院
に
て
」
年
々
惹
起
さ
る
司
令
無
般
の
叶
川

の
枯
死
に
よ
り
、
叉
数
十
億
の
北
町
き
牡
断
が
、
泌
底
に
泊
慌
の

棲
息
所
を
後
見
し
得
ざ
る
に
よ
り
、
又
般
去
な
る
一
季
節

ω
た

め
新
実
山
剛
の
各
局
に
探
せ
ら
る
べ
き
草
活
行
税
に
よ
り
例
前
世

ら
る
、
生
作
競
争
K
敗
れ
て
最
も
無
力
、
と
せ
ら
る
べ
き
伽
惜

bよ、

そ
の
敵
の
政
齢
に
よ
り
抑
止
た
る
べ
き
故
初
の
も
の
た

第
二
十
九
巻

1， 
Cヲ

第
六
抗

怯i

り
、
是
等
は
疑
も
た
く
「
仰
れ
の
動
物
も
自
然
白
死
に
よ
り
死

せ
十
し
，
と
す
る
、
名
言
の
後
る
に
存
在
す
る
事
宜
た
り
。

ホ
、
今
干
直
ち
に
探
川
さ
れ
得
べ
き
そ
の
以
上
の
コ
制
訟
止
し

て
部
ひ
得
ぺ
し
、
他
れ
の
時

E
選
ぶ
も
地
上
に
於
け
る
生
命
の

Jtq
は

ん
品
に
そ
の
時
陀
現
も
吐
る
諸
生
命
形
胞
の
右
の
仙
k
r日

，、、

'1; 
1) 
仰
ーハ‘
三怪

ョヒ

メζ
1) 

D
2
h
'
u
R句、}
J
げ
は
川
九
司
1
b
M入
ghH
叶
内

4
4
6
じい

F
4
4
h
f
u
v
φ
市

ιμtr194HtJ
吋
4
A

川

H

限
せ
ら
る
る
は
、
そ
の
税
の
再
生
力
虻
山
梨
せ
十
し
で
、
常
に

地
の
給
益
力
に
よ
る
が
故
民
、
そ
り
料
品
価
の
腕
す
る
問
、
地
は

常
に
そ
の
地
に
よ
り
文
へ
得
る
丈
け
の
生
命
に
充
て
り
と
す
べ

し。
是
川
町
寸
時
州
事
情
に
本
づ
く
問
問
著
な
る
結
県
の
一
つ
は
-
「
不
動

蚊
の
法
則
」

F
P
4
o
h
m
E
C
O
E
巳
可
唱
。
宮
F
C
O
ロ
ル
」
呼
ば
礼
得

J

、
き
も
の
に
て
謂
ひ
去
は
さ
る
、
此
法
則
は
約
言
せ
ん
か
、
自

然
に
於
け
る
名
々
の
mm
は
一
の
日
仰
と
し
て
別
れ
殺
生
せ
る
後
、

比
較
的
短
き
哉
月
内
に

地
に
よ
り
支
へ
ら
れ
得
べ
き
丈
け
の

最
多
数
民
出
出
し
、
そ
の
脱
以
後
は
事
寅
上
そ
の
教
に
不
動
を
絞

〈
べ

L
、
何
か
の
大
宇
宙
出
型
化
起
り
、
そ
の
組
の
蕃
息
に
順
叉

は
逆
の
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
限
り
は
然
り
と
す
る
に
あ
り
、

己



の
法
則
の
意
味
を
最
も
曾
得
し
易
か
ら
し
む
る
た
め
、
地
が
土

壊
、
気
候
等
に
闘
し
、
凡
て
芹
一
の
性
質
を
帯
び
、

叉
己
の
地

上
位
は
車
狗
の
一
一
航
物
形
態
あ
る
の
み
主
仮
想
す
る
と
と
と
せ

ん
、
モ
の
際
そ
の
柄
物
が
一
年
内
に
こ
つ
の
種
子
を
生
や
る

占
、
二
百
寓
の
初
予
を
生
や
る
と
を
問
は
14J
、
地
に
よ
り
授
け

ち
る
る
一
切
の
負
戦
域
及
一
切
の
議
八
つ
は
、
極
め
て
短
き
朋
附

内
に
役
立
ら
る
ペ
く

そ
の
以
後
は
代
L
R

相
重
ぬ
る
も
と
の
航

3
b
I
I
 

府

σ一山
抑
制
掛
川
れ

イIIJ
:~~; 
r.) 
村ケ
カ11
司レ

ゼ
〆:);

L 
.j'1，L. 
'; 
y 

L 

モ心
U1出

は
右
の
如
く
一
一
割
の
航
物
存
す
る
代
り
に
、
数
柿
の

Mm物
あ
り

-
と
し
て
も
官
質
的
に
対
る
と
と
た
か
る
べ
し
、
附
そ
の
場
合

に
は
各
州
の
仰
放
を
決
定
す
べ
き
諸
悶
子
は
、

土
地
の
諸
判
到

の
み
な
ら
宇
、
之
を
他
の
拘
杭
物
の
諸
特
質
に
求
む
べ
し
、
換

一
百
せ
ん
か
生
存
腕
宇
は
加
は
る
べ
し
、
唯
仰
れ
の
こ
柿
物
も
完

金
無
依
の
競
争
者
た
ら
ざ
る
を
以
て
、
地
上
植
物
界
白
線
坑

は
、
そ
の
租
築
多
な
る
場
合
に
は
唯
一
の
稲
あ
る
際
忙
比
し
成

ら
く
は
一
崎
大
た
る
ペ
し
‘
諸
紐
の
縄
問
に
一
白
釣
合
又
は
比

は
生
み
出
さ
る
ペ
く
、
各
種
は
結
局
モ
の
最
多
数
に
挫
し
、
か

く
て
又
そ
の
後
は
不
動
主
観
く
ペ
し
。

雑

鋭

統
計
抗
稿
抄

へ
、
同
じ
諸
似
却
は
一
一
植
の
動
物
又
は
諸
担
の
動
物
起
り
で
も

一冗

K
有
数
な
る
べ
し
、
現
存
せ
る
各
種
は
そ
の
杭
度
陀
多
少
の

別
己
そ
あ
れ
、
他
の
各
純
白
生
存
事
情
に
於
け
る
一
因
子
た

り
、
競
争
の
み
な
ら
宇
協
力
及
相
互
助
援
は
、
複
雑
な
る
一
生

命
型
の
仰
に
鎚
は
れ
、
，
弐
代
に
封
ず
る
先
代
の
親
愛
位
、
諸
種

の
形
式
に
よ
り
示
さ
る
.
か
く
て
「
自
然
白
川
T
準

」

田

山

2
2
。町

yi
記
号
。
は
そ
の
川

ι興
る
べ
く
、

そ
は
生
物
間
半
宥
怖
に
多
大

:
l
u
c
i
f
l
「

d
n
F
U

品
在
岨
抱

U
Z向
島
P

附
l
t
-
山
川
郡
K
於
村

z
v
J
M

態
が
、
如
何
古
る
粗
皮
迄
他
の
粗
削
K
そ
の
影
響
在
、
及
ぽ
し

得
べ
き
か
を
抽
出
百
ず
る
は
離
し
。

ト
、
そ
の
事
態
は
尚
一
友

ιざ
る
一
凹
界
、
詳
言
す
れ
ば
風

t.
禅
度
、
鳩
山
皿
、
高
低
、
土
州
地
榊
成
等
に
官
同
花
主
主
す
べ
き

一
山
山
川
井
に
之
を
及
ぼ
す
も
、
原
川
引
に
於
て
同
時
る
所
な
し
、
前
と

の
主
要
州
連
は
何
れ

ω
拘
も
、
全
地
球
主
以
て
可
能
的
棲
息
地

大
な
る
生
命
型
刷
に
抽
出
す
も
確
か
に
然
り
、
事
ろ
モ
の
代
り
に

第
二
十
九
巷

ブし

四

鉱
山
八
枕



雑

総

統
計
骨
組
抄

各
種
は
、

己
が
棲
息
所
た
る
べ
〈
大
た
り
小

K
H制
以
さ
れ
し

地
積
白
、
諸
事
的
に
順
路
せ
ら
る
、
各
積
が
事
宜
上
占
む
る
部

分
地
秘
は
、
印
ち
モ
白
田
県
白
存
域
左
担
、
従
ひ
て
各
加
が
一
不

動
政
に
法
す
べ
き
鮪
は
、
会
憾
と
し
て
の
地
そ
の
も
の
の
負
故

域
及
食
糾
に
よ
り
定
ま
ら
や
し
て
、
モ
の
郷
土
の
角
川
判
域
及
食

ヰ
f
」

K
H目
己
主
る

ノ

v

i

4

4
ノ

し
引
も
と
土
長
j
h
り
司
仰
上
己
島
め
る

;

i

;

i

j

一

l
t
j
J

他
の
現
存
有
機
関
よ
り
、

11
く
べ
き
生
存
競
争
に
よ
り
制
限
せ

ら
る
。銘

心
さ
る
べ
き
川
裂
の
事
官
は
、
自
然
白
法
則
が
不
動
政
の

F

法
則
た
る
と
占
k
p
o

チ
、
自
然
に
於
け
る
死
て
ふ
通
行
税
斗
「
。
口
三
口
2
P
E
Z
P

日
巾
が
世
だ
山
可
草
紅
り
止
す
べ
き
は
、
右
不
動
強
の
法
則
が
背

週
に
し
て
又
不
必
左
る

ι山
る
も
の
な
り
。
か
く
一
羽
生
物
の

抽
町
註
に
し
て
増
加
す
べ
き
に
非
守
主
せ
ん
か
、
そ
は
生
れ
来
る

と
恰
も
同
じ
丈
け
の
も
の
は
、
死
す
る
の
外
た
き
こ
と
を
意
味

す
、
換
言
せ
ん
か
一
新
代
の
中
よ
り
成
熱
則
迄
成
長
し
特
ベ
吉

は
、
そ
の
先
代
の
死
に
よ
り
彼
等
の
た
め
に
閑
か
i

れ
し
絵
地

主
、
悲
ぐ
丈
け
に
止
ま
る
、
自
然
に
於
け
る
死
亡
率
及
出
生
率

第
二

f
六
容

ブL

第
六
腕

同
凹

は
常
K
M
唱
し
、
市
し
て
と
D
死
て
ふ
通
行
税
は
、
第
一
に
新
生

の
者
に
課
せ
ら
る
、
牡
蝋
が
生
み
出
す
千
六
百
高
叉
は
六
千
高

の
卯
中
、
成
熟
期
迄
成
長
し
特
べ
き
は
二
つ
に
過
ぎ
宇
、
そ
の

他
の
多
数
卯
中
生
白
品
の
門
出
を
踏
み
似
る
も
の
さ
へ
僅
少
た

り
、
又
汝
の
隣
地
に
間
々
一
の
白
防
相
提
ゆ
る
も
の
レ
一
想
へ
、

'
貼
年
二
日
又
は
一
二
回
の
削
・
山
由
主
過
し
亡
防
る
ぺ
き
人
ク
毛
抜

な
る
微
物
白
雲
起
り
、
途
に
そ
の
刷
凶
数
百
砲
に
亘
る
地
削

は
、
持
き
降
容
に
よ
り
掩
は
る
る
の
炊
を
、
呈
す
る
と
主
を
汝

は
熟
知
せ
ん
、

さ
れ
ど
之
を
十
年
前
に
比
し
今
日
白
楊
樹
抽
出
本

か
増
せ
る
、
十
中
八
九
一
本
も
な
か
る
べ
し
、
是
等
小
抑
制
宅
を

つ
け
た
る
種
子
の
一
つ
一
つ
は
、

一
出
生
を
代
表
し
、

柑f
木

に
成
長
し
得
ざ
る
一
つ
一
つ
は

一
死
亡
を
代
表
す
、
而
し
て

己
の
砲
の
例
読
は
無
院
に
倍
加
さ
れ
件
べ
し
、
下
級
4
一
物
川
に

於
け
る
幼
者
死
亡
率
が
、
そ
の
拙
山
川
生
を
倒
し
産
す
迄
に
及
ぼ

さ
れ
ん
ー
と
し
て
之
に
胤
か
ざ
る
純
度
は
、
何
時
も
一
%
の
一
極

微
分
数
丈
け
紅
り
。

"
た
さ
れ
ど
有
機
物
の
椋
離
を
登
す
に
従
ひ
一
向
変
化
は
伺
は

一
一
隅
親
よ
り
す
る
出
生
数
は
滅
亡
始
め
、
孫
背
附
に
於
け

る



る
は
珂
存
白
割
合
は
培
し
始
む
、

と
の
改
良
は
少
く
と
も
部
分
的

に
は
、
何
れ
か
の
形
式
に
よ
り
孫
荷
の
た
め
に
す
る
閑
秘
の
世

話
又
は
保
護
起
る
に
よ
り
惹
起
さ
る
、

一
切
の
柿
物
と
下
級
助

物
型
し
と
を
含
む
ベ
宮
下
級
生
命
形
態
に
あ
り
で
は
、

同
親
ιc
子

占
の
唯
一
関
係
は
、
直
按
叉
姥
忍
な
る
倣
耐
の
関
係
な
り
、
+
一
品

者
は
印
時
に
そ
れ
向
惜
の
計
官
環
ら
す
べ
〈
郷
げ
川
さ
れ
、
自

活
「
る
ら
し
め
に
泣
来
十
一
ら
る

一
側
胞
の
負
け
味
は
雌
伏
的
に

大
な
り

さ
れ
波
山
柏
市
川
は
捧
植
力
主
F

て
D
は
と
に
た
註
ら
し
hυ

る
も
、
就
中
一
っ
こ
つ
の
特
別
価
値
に
つ
き
週
り
合
せ
聞
な
る

べ
き
と
主
主
、
裁
断
す
る
も
の
は
偶
然
な
り
、
さ
れ

E
一
旦
智

能
が
如
何
に
原
始
的
叉
微
力
左
り
と
は
い
へ
、
右
側
然
の
戯
れ

を
改
め
ん
止
し
て
起
る
や
、
相
存
絞
の
た
め
に
必
嬰
な
る
出
生

数
は
低
卜
さ
れ
得
ぺ
く
、

又
之

ι相
持
し
て
引
下
げ
ら
る
。

ヌ
、
人
の
あ
ら
ゆ
る
事
功
中
此
も
縞
蚊
「
べ
き
は
、
自
然
界
に

於
て
湛
だ
強
か
札
難
吉
、
不
動
搬
の
法
則
主
従
来
兎
か
れ
得
た

る
事
賞
た
り
、
人
は
そ

ω
存
判
の
企
紀
を
泊
じ
・
そ
の
般
を
増

す
己
と
に
着
々
成
功
せ
る
の
み
-
な
ら
宇
、
引
続
け
る
加
辿
的
比

に
よ
り
之
を
増
さ
し
め
た
り
、
此
方
向
に
於
け
る
止
も
著
し
吉

雑

結

統
計
拾
穂
抄

事
功
は
、
最
近
の
一
一
世
紀
又
は
二
世
紀
中
に
起
れ
り
、

と
の
特

殊
事
例
に
つ
在
第
十
九
世
紀
は
随
一
・
と
し
て
錆
ゆ
、
悦
良
の
推

算
に
よ
る
に
一
八

O
O年
に
は
、
世
界
全
慨
を
通
じ
約
七
億
人

あ
り
昔
、

そ
の
後
百
年
に
し
て
概
説
卜
七
億
人
に
比
べ
り
、

H-

等
の
政
は
川
ド
想
に
と
り
て
如
、
矧
の
粧
を
技
く
か
く
人
は
一
向

年
同
に
そ
の
教
を
二
倍
の
遥
か
以
上
に
、
連
す
る
の
出
あ
り
し
乙

す
ぺ
古
の
み
政
ら
中
福
山
白
諮
ぜ
る
貼
迄
・

H
札
一
辺
に
一
巡
し
た
れ
ν
止

し
亡
、
仲
村
山
恨
の
喧
品
付
た
る
べ
置
、

川
苛
ι
f
ん
山
ヘ
湘
は
山
川
J

川

七
億
人
を
存
生
せ
し
む
る
た
め
約
五
十
高
年
配
費
や
せ
る
に

北
の
百
年
間
に
は
之
に
添
へ
て
十
億
人
を
殖
や
し
た
り
。

是
等
は
多
分
枇
曾
統
計
の
全
純
障
に
於
て
、
投
も
草
川
町
な
る

討
撒
な
り
、
動
物
の
一
新
和
た
る
人
は
、
モ
白
俊
端
占
せ
る
魁

宗
少
数
た
り
し
に
係
ら
守
、
五
十
高
年
除
に
し
て
自
然
。
枯
も

不
易
な
る
法
則
自
一
に
つ
き
.
如
何
に
し
て
克
く
そ
の
支
配
主

免
か
れ
得
た
る
。

総
た
る
制
日
全
部
を
不
問
に
附
L
、
民
引
踏
を
抜
い
て
答
ふ

る
と
主
主
せ
ん
に
そ
は
判
抽
出
た
る
ご
和
主
呈
す
る
を
見
る
、

即
ち
人
は
二
つ
の
基
本
的
工
夫
、
詳
言
す
れ
ば
移
動
及
経
消
閑

第
二
十
九
巻

九
三
三

第
宍
挽

位且
五



雑

錐

統
計
拾
穂
抄

化
白
後
民
及
拡
用
に
よ
り
、
不
動
磁
の
法
則
を
肱
却
し
た
り
、

而
し
て
是
等
二
者
は
緊
読
な
る
交
正
影
響
及
縮
紛
の
関
係
に
よ

り
織
込
ま
る
。

ル
、
何
れ
の
時
主
選
ぶ
も
そ
の
時
に
現
存
せ
る
諸
生
命
肘
態
の

有
の
依
に
訴
へ
て
支
へ
得
る
丈
け
白
生
九
州
に
よ
り

叫
M
吐
出
品
、

r
十
J
a
u
J
d
h

|
』

t
1

4
4
〉
.
，

K
司
て
ど
と
Lし

i
i
E
こ

l

J

J

'

‘
l

:
・
庁
A
1

2
J円
高
司
抗
日

t
l
E
A
E
t
-
-
f引」

の
生
命
よ
り
せ
ん
か

常
に
利
川
さ
れ
得
ぺ
宮
未
山
械
の
安
全

郷
あ
り
、

そ
の
出
血
に
一
束
中
，
る
に
辿
肱
せ
る
限
り
之
を
利
川
し
斜

ペ
し
、
即
ち
そ
の
新
型
白
生
命
は
説
杭
怨
山
胤
な
る
一
安
全
郷
E

充
賞
す
る
と
と
に
よ
り
、
或
は
諸
却
の
説
山
地
生
物
に
よ
り
山
脇

せ
ら
る
h
A

浦
安
郷
に
就
昔
、
多
少
完
全
に
先
等
主
押
し
川
す
と

と
に
よ
り
安
息
す
る
を
件
ベ

L
、
人
は
一
新
型
の
生
命
止
し

て
守
口
弘
等
二
方
法
を
闘
っ
乍
ら
採
り
て
詑
延
し
た
り
、

ZF 

山
比
迄
は
他
白
動
物
に
よ
り
充
た
さ
れ
ざ
る
一
安
全
郷
主
、
新
記

利
川
ず
る
の
方
法
に
よ
れ
る
も
、
大
部
分
は
他
の
動
物
E
Y官
植

物
迄
も
そ
白
安
全
郷
外
に
、
従
ぴ
て
又
生
存
の
外
に
押
し
出
し

た
り
、
己
は
考
へ
及
ぼ
さ
れ
し
と
と
徐
り
に
勧
き
、

人
川
進
歩

の
一
相
な
り
、

人
が
不
動
政
法
則
の
支
配
を
股
却
し
得
た
る
と

第
二
十
丸
谷

ブL

凹

凶
ゾミ

第
六
掠

占
、
地
白
生
命
支
持
カ
培
地
上
、

人
成
胡
せ
る
に
由
る
と
す
べ

き
よ
り
は
、
人
生
に
よ
り
他
の
諸
生
命
形
態

E
乗
取
れ
る
に
よ

る
己
と
如
何
に
多
吉
か
、
吾
人
の
抽
出
版
よ
り
沌
る
る
則
な
り

人
は
川
県
双
の
諸
性
質
に
よ
り
、
他
の
各
生
命
形
態

E
官
際
k
統

伽
す
る
の
一
一
統
制
位
に
自
叙
ゆ
る
を
仰
た
り
可
人
は
此
怯
仰
に

一
川
ゴ

-
H
J
Lヒ
庁
ク
ノ
E
国
入

E
l
Aは
J'

uh--引バ
ν
ノ
一
一
ノ
前
九
日
ノ
」
U
トト

H
J
4

4

L

j

F

う

p
f
H
I

t
d
U
7
d
t
司
j
J

る
や
有
者
な
る
や
、
或
は
可
不
可
た
し
と
す
べ
宮
中
に
よ
り
之

を
許
似
し
、
之
に
相
昨
出
し
て
行
動
す
、
人
の
経
済
的
進
歩
は
人

に
細
川
谷
又
は
有
斗
H

左
り
し
‘
日
制
航
物
を
駆
除
し
、
有
川
形
践
を

し
て
之
に
代
ら
し
む
る
の
遇
税
を
踏
め
る
と
と
著
大
な
り

人

始
め
て
現
出
せ
る
に
首
り
、
現
存
せ
る
生
命
の
分
対
一
如
何
に
洪

大
た
り
し
か
を
想
は
ば
、

此
方
便
の
み
比
よ
り
人
口
増
加
を
し

て

廿
拡
大
白
駄
に
上
ら
し
め
、

又
極
め
て
長
官
年
月
に
-
H
り
て

そ
の
勢
を
純
け
し
む
る
の

注
hz
聞
き
し
己
主

E
宵
感
す
る
は

雌
き
に
非
十
、

さ
れ
ど
こ
は
挫
け
知
書
限
必
主
有
ず
べ
き
一
過

人
の
た
め
に
無
川
又
は
有
害
な
る
訓
植
物
が
何
れ
も

棋
絶
せ
ら
れ
、
何
か
の
川
に
供
せ
ら
る
べ
き
も
の
を
し
て
之
に

押
な
り
、

代
ら

L
む
る
時
、
別
言
す
れ
ば
生
命
を
支
持
す
べ
き
地
の
材
料



が
微
山
畑
の
未
定
も
.
生
存
の
た
め
人
の
刷
思
す
べ
き
各
生
物
保

全
の
た
め
に
川
ゐ
識
さ
る
る
際
、
右
方
悦
の
限
界
は
到
来
さ
れ

ん
、
欧
洲
諸
官
岡
山
一
部
に
怨
巾
扶
行
を
途
げ
、
牛
肉
姥
存
せ

る
訓
用
地
が
如
何
に
狭
間
叫
た
り
、

t
峰
山
各
喧
は
何
れ
か
モ
の
最

良
川
迩
と
さ
れ
得
べ
き
も
の
に

如
何
に
同
約
的
に
向
け
ら
る

る
か
を
架
す
る
者
は
、
右
白
紙
限
が
如
何
に
近
く
近
寄
ら
れ
L

か
主
切
に
感
ぜ
ん
、
米
間
聞
に
於
て
さ
、
慨
に
市
き
杭
日
内
地
方
に

し

Il 

A
U
刷
ψ
L
止
さ
る
向
島
世

z
t
u

y
t

』
4
;
1
3
j
f
i

山
拡
せ
ら
る
る
'JJ

山
如
何
に
狭
小
な
る
か
か
務
知
す
る
は
易
し

英
大
な
る
水
牛

併
、
鳩
の
併
に
闘
す
る
記
憶
主
辿
り
、
念
に
失
せ
行
け
る
附
内

森
林
を
援
制
し
、

又
一
の
野
禽
そ
の
他
の
野
生
物
主
保
全
す

る
た
め
迫
ら
れ
た
る
不
断
闘
郊
の
記
憶
を
促
さ
ん
か
、
組
め
て

析
し
く
文
明
内
桁
椛
を
見
た
る
己
の
地
域
に
於
て
、
人
が
他
の

諸
生
命
形
態
の
代
り
に
、
人
の
生
命
を
代
世
し
、

土
地
の
高
有

人
間
支
持
制
専
用
に
締
ぜ
し
む
る
の
目
的

上
、
如
何
に
成
功
せ
る
か
を
雄
府
民
立
川
す
。

生
命
支
持
性
在
、

右
結
果
。
多
く
は
自
然
白
諸
形
態
及
物
質
の
諸
闘
係
に
つ

き
、
加
に
濯
き
舟
飛
を
沼
仏
又
は
深
〈
探
り
て
長
計
せ
る
に
よ

雑

総

統
計
扮
秘
帥

h

り
迷
せ
ら
れ
し
に
非
守

山
早
に
現
存
せ
る
物
資

E
-
財
完
全
に

利
川
す
る
に

t
k
t
u達
成
さ
れ
た
り

さ
れ
ど
似
妙
又
工
両

上
手
な
る
人
の
脳
力
は
、
右
山
浩
ル
J

基
本
の
み
に
廿
ん
じ
つ
つ

久
し
く
止
走
る
を
詐
さ
ざ
り
ま
、
時
γ

ろ
品
計
に
側
ら
れ
て
自
然
。

深
立
な
る
秘
誌
を
も
涼
ち
、
本
相
酬
の
浦
力
そ
の
も
の
に
千
を
畑

る
る
己
と
と
な
れ
り
と
は
科
桜
山
口
悦
域
な
り
。

ヲ
、
税
極
的
に
限
ら
れ
に
お
物
資
仇
給
を
備
ム
F

心
地
上
に
於

て
、
川
阪
に
山
川
市
川
刑

rべ
古
人
類
の
的
力
及
川
川
山
に
つ
を

u"t 

す
る
尚
一
似
合
は
可
能
的
陀
何
を
な
し
得
べ
〈

又
有
利
に
何
E

な
し
川
町
べ
き
か
山
一
川
川
叫
が

人
は
従

元
来
人
口
問
姐
な
り

来
移
動
及
粧
品
川
山
化
の
方
位
に
誹
ふ
る
己
占
に
よ
り
、
不
動
政

法
則
自
支
配
を
盈
か
れ
ね
た
り
、
さ
れ
ど
右
の
両
者
中
前
者
は

明
か
に
そ
の
杭
極
的
制
限
を
有
す
、
か
〈
て
人
日
の
分
布
児
新

及
再
調
仙
沼
の
方
法
に
よ
り
、
将
来
向
可
能
と
す
べ
き
も
の
多
し

と
す
る
も
、

此
仕
方
に
て
将
来
何
れ
か
の
日
川
宮
市
源
開
設
さ

れ
得
べ
き
可
能
な
し
、
移
動
の
方
便
は
事
質
上
格
同
に
越
し
た

り
、
持
米
白
人
口
増
加
は
殆
ん
ど
み
古
川
之
配
粧
消
岐
術
の
前
逃

に
作
ち

τ、之一一
M
L
解
決
す
る
の
外
な
し
の

第
二
十
九
谷

九
一
-
五

1m 
t 

枯
剛
士
批



軍J筆

It!i< 

統
計
抗
稿
抄

人
口
過
飽
和
の
末
捌
に
巡
す
る
塩
山
武
宮
山
崎
に
.
何
事
組

り
何
ぺ
き
か
を
指
摘
す
る
は
、
枇
品
開
判
事
者
の
仕
事
に
し
て
‘

何
事

E
須
ら
く
組
ら
し
む
べ
き
か
を
決
し
‘

リ
ヘ
之
を
芯
地
す
ベ

主
緒
方
便
宜
工
夫
す
る
は
川
合
技
師
山
仕
事
た
り
、
川
正
迄
正

畑
町
出
さ
れ
た
る
ご
唱
に
よ
れ
ば
、

可
協
の
け
取
民
地
加
が
組
h
り
川
日

ぺ
き
よ
り
も
庶
き
以
前
に

↑入山
V

同
り
有
形
物
山
千
均
供
給
、

凶
ち
ヨ
話
機
押
さ
呼
ば
る
る
も
山
が
、
大
低
下
を
惹
却
す
は
挫

け
難
吉
己
と
た
り
、
之
を

E
M介
全
般
と
し
て
芯
ふ
る
に
、

H
L
迄

経
済
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
生
泊
悼
維
を
支
ふ
る
江
H
A
れ
る
の

み
た
ら
十
、
犬
に
之
主
改
良
し
件
た
り
、

さ
札
E
H
L
等
の
進
歩

は
移
動
、
詳
言
す
れ
ば
引
抑
制
古
新
し
き
土
地
主
取
得
せ
る
と
と

ー
と
相
持
ち
て
成
就
さ
れ
た
り
、
腕
米
白
人
口
問
雌
は
産
業
技
術

に
於
け
る
改
良
が
、
「
新
h
た
く
し
て
」
人
口
に
先
ん
や
る
の
勢

又
生
活
椋
帥
中
E
支
へ
得
る
丈
け
、
念
た
り
得
ベ
き
干

雨
事
は
枇
早
並
進
し
得
ざ
る
に
似
た
り
、
さ
れ

主
税
け
、

白
川
越
た
り
、

ぼ
己
の
事
態
に
備
ふ
る
の
準
仙
と
し
て
、
枇
曾
的
有
望
の
楳
準

を
採
用
し
、
是
等
利
誕
の
執
れ
を
、

助
長
せ
ん
と
望
む
べ
き
か

を
制
策
し
縛
ん
己
主
は
明
か
に
肝
硬
た
り
。

第
二
十
九
巷

第
六
腕

匹i
J一、

九
三
六

耐
曾

ι闘
す
る
串
間
の
態
度
止
す
べ
き
岡
、
全
人
日
間
閥
が

山
来
る
丈
け
党
全
に
‘
知
識
、
泊
四

ι
4・
品
川
ト
菖
及
盟
川
崎
D

J
J
I
3
1
:
;
1
1
 

純
凶
に

移
管
さ
る
べ
し
と
す
る
に
必
り

今
日
に
あ
り
亡
は

ヲ
て
は
主
と

L
E
信
念
に
J
旬
文
削
吐

L
品
、
ぷ
よ
り
此
川
出
正

付
信
念
の
一
九
一
識
を
、

一
切
除
〈
は
多
分
可
能
な
ら
ざ
る
べ
イ

占
山
首
ま
し
き
ζ

と
た
ら
ざ
ら
ん
、
さ
れ
ど
そ
は
除
り
に
並
大
な

るす
J

射
な
る
主
以
て

利
略
的
方
法
心
屯
ん
L

刊
紙
は
川
よ
ゐ
一
、

t
E
ドトグ
O

E
4
3
-

以
上
司
E
2
E
E
の
同
誌
と
し
て
枕
古
来
札
る
所
に
つ
き
積

ふ
る
に
、
元
来
同
物
が
古
来
コ
停
に
不
動
数
引
法
川
に

z
p、輔

*itl :!.l.I 
F必ベ士
皐ら
iit る
~I:I.>:. と
弛ヨー・

済;断
fし
動主て

楠;2
三る
物iや
l燥
感込な

白 2

t出
は
す

苔
人
は
助

並
に
来
砕
本
草
凶
中
叫

通
子
る
己
主
茜
だ
渇
き

E
以
て
、
博
物
の
順
臨
並
に
之
に
仲
ふ

掛
町
態
、
自
然
分
布
地
域
の
蝋
犬
、
並
に
胤
肱
相
承
刊
叩
商
品
且
龍
作

用
等
に
よ
り
、

そ
の
激
の
増
殖
に
寸
功

E
も
及
ほ
し
得
十
と
得

心
す
べ
き
や
疑
な
き
能
は
中
ヘ
現
今
向
凶
場
調
査
の
方
法
主
禽



込
な
古
川
附
り

そ
の
各
現
討
を
附
査
す
る
の
見

非
加
州
に
つ
き
が
刑
判
取
の
法
則
快
々
疎
に
し
て
揃

紙
魚
介
平
木
の
山
本
陀
及
ぼ
し
、

ち
さ
や
'
と
大
情
す
る
は

天
の
網

E
削
じ
て
外
辺
の
抽
出
忍
な
る

制
附
剥
脱
す
る
の
雌
な
し
と
す
る
を
得
ん
哉
、
寄
人
は
之
が
断
言

b
T
後
日
の
研
究
K
山
げ
た
ん
と
欲
す
る
4
4
な
り
。
而
も
亦
将
来
に

於
け
る
H
蚊

mM畑
山
可
能
は
、

人
民
間
ず
る
限
度
に
於
て
お
著

者
陀
よ
り
て
も
詞
さ
る
る
川
た
り

此
馳
に
つ
雪
腕
肝
科
単
一
を

〆f
f.!， 
4叩

ìln，~ 

f

t

'

l

・

:

・

-
ト
告
企
杭
み
に
よ
り
鮒
〈
日
明
市
h

り
止
す
円
由

ち
ん
も

刊
に
は
所
前
利
壊
の
鴻
相
官
を
一
信
念
化
す
る
が
た
め

に
、
問
。
俗
主
割
問
る
の
例
も
な
し
止
せ
ざ
る
に
似
た
り

吾
人
は

今
一
切
之
が
昨
愉
に
仰
れ
や
、
合
間
正
志
衡
の
所
設
を
附
制
す

る
に
止
め
ん
と
欲
す
、
即
ち
氏
訟
い
て

H
く、

「
月
は

H
の
光

を
受
け
光
在
住
守
、
月
の
光
は
山
ち
日
の
光
に
し
て
別
に
光
あ

る
に
あ
ら
宇
、
夜
は
避
に
配
し
て
一
日
の
巾
に
hu
ま
る
一
叩
川
H

m
山
校
は
刊
日
に
し
て
共
晩
は
二
日
た
れ
ば

H
E敵
へ
て
夜
を
蚊

へ
守
、
動
植
の
物
死
し
柿
る
る
も
共
生
の
絡
に
し

τ叉
死
す
れ

ば
生
相
m
E
子
に
仰
ふ
生
地
の
外
に
死
巡
と
い
ふ
と
と
あ
る
べ
き

川
崎
な
し
、
人
は
生
道
主
継
し
て
足
札
h

己
主
。

雑

主主

株
倒
拍
蜘
に
就
て


